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そ
の
他　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
」で

検
索
、
も
し
く
は
ＱＲ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
相
談
ペ
ー
ジ
に
進

み
ま
す
。

＊
強
化
週
間
以
外
も
、
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
は
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
５
８-

２
４
５-

３
１
８
１

（
内
線
１
６
１
）

〈
連
載
〉多
文
化
共
生
に
つ
い
て
考
え
よ
う
①

◆
多
文
化
共
生
と
は
？

　
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互

い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関

係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
共
に
生
き
よ
う

と
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
国
籍
や
文
化
が
違
え
ば
考
え
方
も
違
い
ま

す
。
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
活
す

る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

◆
市
の
在
住
外
国
人
数

　
現
在
、
市
内
に
は
約
８
４
０
人
の
外
国
人

が
住
ん
で
い
ま
す
。

◆「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
異
国
で
の
生
活
に
は
、
困
り
ご
と
も
た
く

さ
ん
。
簡
単
な
日
本
語
で
あ
れ
ば
理
解
で
き

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
易
し
い
日

本
語
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、「
粗
大
ご
み
は
来
週
の
月
曜
日
で

す
」は
、「
大
き
い
ゴ
ミ
は
来
週
の
月
曜
日
に

捨
て
て
く
だ
さ
い
」と
す
る
な

ど
。
ま
た
、
中
華
圏
の
方
に
は

漢
字
の
方
が
伝
わ
り
や
す
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
合

海
外
戦
略
課　
☎
35-

３
３
４
６

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間

　
全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
口
の
書
き
込
み
、
学

校
や
家
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

期
間　
８
月
27
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈭

時
間　
平
日　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
　
土
日　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
☎
０
１
２
０-
０
０
７-

１
１
０

＊
携
帯
電
話
か
ら
も
か
け
ら
れ
ま
す
。

８
月
、
高
山
か
ら
平
和
へ
の
祈
り
を

　
８
月
６
日
と
９
日
は
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
両
市
で
は
、
こ

の
日
に
平
和
式
典
を
開
催
し
、
原
爆
投
下
時

刻
の
６
日
㈮
午
前
８
時
15
分
、
９
日
㈪
午
前

11
時
２
分
に
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
15
日
㈰
の「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」に
は
、
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
式
典
の
様
子

は
テ
レ
ビ
な
ど
で
放
送
さ
れ
、
正
午
に
黙
と

う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
延
期
し
て
い
る
市
戦
没
者
追
悼
式
は
秋
以

降
に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合

福
祉
課　
☎
35-

３
３
５
６

　
市
で
は
、
各
日
の
黙
と
う
の
時
刻
に
合
わ

せ
、
市
役
所
本
庁
前
の「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦

を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。

　
鉦
は
ど
な
た
で
も
打
ち
鳴
ら
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

問
合

生
涯
学
習
課　
☎
35-

３
１
５
５

８月を迎えるにあたって
遺族会連合会長　小

こ

林
ばやし

浩
ひろし

　76年前の8月15日、第
二次世界大戦が終結しま
した。

　この地域でも、3,200人を超える多く
の犠牲者が出ました。兵士たちは非人道
的な扱いを受け、家族も不安と恐怖の中
で身を切り詰めて暮らしていました。
　今日の平和で豊かな社会は、尊い命を
犠牲にされた戦没者と、戦中・戦後の苦
しい生活を耐え抜いた市民の努力による
ものです。
　時が経ち、戦争経験者や遺族は少なく
なりました。次の世代に伝えることこそ
が、私たち遺族であり、大人の責務だと
思っています。
　平和な社会を持続させるためにも絶対
に二度と戦争を繰り返してはなりませ
ん。
　高山市平和都市宣言に示す「世界の
人々とともに争いのない誰もが安心して
暮らせる社会」の実現を望んでいます。

「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
打
ち
鳴
ら
し




